
1 

第２１期国際小委員会における検討の方針について（案） 

 

 

１．本小委員会で扱う審議事項について 

第２１期文化審議会著作権分科会における主な検討課題（令和３年７月１９日文化審

議会著作権分科会決定：参考資料２）を踏まえ、本小委員会では、以下の事項について

審議を進める。 

 

（１）我が国のコンテンツの海外展開における著作権に関する課題及びその対応について  

日本のコンテンツの海外展開における著作権に関する課題について検討するととも

に、海外での著作物利用からの収益向上の支援のほか、著作物の海外展開に向けた

関係団体との連携等、更なる支援策について審議を行う。 

 

（検討項目例） 

・各コンテンツ分野における海外展開の戦略や経験の共有 

・日本の強みを活かした著作権ビジネスの展開方策 

・日本のコンテンツを海外展開するにあたっての著作権上の課題  等 

 

（２）国境を越えた海賊行為に対する対応の在り方について 

コロナ禍による巣ごもり需要とも相まって、海賊版サイトによる被害は深刻化している

ところ、海賊版に対し適切な対応をとることは、コンテンツ産業従事者がユーザーによる

正規版消費を通じて対価を得ることを可能とするために不可欠である。海賊版対策の

実態や現状を踏まえ、実効性の高い海賊版対策について審議を行う。 

 

（検討項目例） 

・国境を越えた海賊行為に対する対応 

・国境を越えた海賊行為に対する対策に関するノウハウの共有 

・国境を越えた海賊行為に対する権利行使に係る課題の分析  等 

 

（３）著作権保護に向けた国際的な対応の在り方について 

 世界知的所有権機関（ＷＩＰＯ）等で行われる著作権保護に向けた国際的な議論にお

ける我が国の対応の在り方について、国内の法制度やステークホルダーの実情、諸

外国の動向等を踏まえ審議を行う。 

 

（検討項目例） 

 ・放送機関の保護 

 ・権利の制限と例外 

 ・デジタル環境における著作権   等 

  

資料２ 
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２．検討の進め方 

知的財産推進計画等を踏まえ、年内に一定の結論が得られるよう、「我が国のコンテン

ツの海外展開における著作権に関する課題及びその対応について」の審議を優先して行

う。次いで、「国境を越えた海賊行為に対する対応の在り方について」「著作権保護に向

けた国際的な対応の在り方について」審議を行う。 

なお、審議に当たっては、様々な関係者から幅広く意見を聴取する。 

 

（参考）知的財産推進計画２０２１（令和３年７月１３日知的財産戦略本部）（抜粋） 

Ⅲ．知財戦略の重点７施策 

４．デジタル時代に適合したコンテンツ戦略 

（１）デジタル時代のコンテンツ戦略と著作権制度・関連政策の改革 

（施策の方向性） 

・ デジタル化に伴う流通チャンネルの多様化により、コンテンツの海外発信の環境の

整備がなされ、海外コンテンツ市場への参入チャンスが到来しているところ、デジタル

時代に対応した日本のコンテンツの海外展開における著作権に関する課題を調査する

とともに、世界知的所有権機関（WIPO）への拠出金事業によるアジア太平洋地域の著作

権の集中管理団体の機能強化等を通じた海外での著作物利用からの収益向上の支援の

ほか、著作物の海外展開に向けた関係団体との連携等、更なる支援策について検討する。 

（短期、中期）（文部科学省） 

（２）コンテンツ・クリエーション・エコシステムを支える取組 

・ インターネット上の海賊版による被害拡大を防ぐため、2021 年４月に更新したイン

ターネット上の海賊版に対する総合的な対策メニュー及び工程表に基づき、関係府

省が連携しながら、被害状況や対策の効果を検証しつつ、必要な取組を進める。 

（短期、中期）（内閣府、警察庁、総務省、法務省、外務省、文部科学省、 

経済産業省） 

 

 

 

３．委員からの発表等について 

コンテンツの海外展開における著作権に関する課題及び、国境を越えた海賊行為に対

する対応について、幅広く検討するため、委員による発表の機会を設ける。また、必要に

応じて、有識者からのヒアリングを行うこととする。 

 

◎我が国のコンテンツの海外展開における著作権に関する課題及びその対応について

（意見聴取の観点） 

・日本のコンテンツ市場の海外展開に関しての現状について 

・コンテンツの海外展開の成功例、失敗例 

・海外でのパートナー企業、他国の機関等の見つけ方について 

・海外展開の戦略（どのようなコンテンツを海外展開しているか、流通媒体・流通経路） 

・海外展開についての課題（法的課題、流通・契約面、ローカライズに関する課題、ビジ

ネスとしての利益面、翻訳等の技術面等での課題） 
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・それぞれの事業を行う中で、「海外展開・市場開拓」「人材育成」が最も進んでいる業

界、課題があると感じる業界 

・海外展開を促進するために、今後必要と考える方策について（著作権の観点から） 

 

◎国境を越えた海賊行為に対する対応の在り方について 

 （検討中） 

 

 

4．スケジュールイメージ 

 国際小委員会 

8 月 18 日 

15:00-17:00 

 

 

 

９月 

～１１月 

 

 

年内 

 

 

年明け 

 

 

 

年度末 

◆第１回小委員会（海外展開） 

○我が国のコンテンツの海外展開における著作権に関する課

題及びその対応について 

 

 

○我が国のコンテンツの海外展開における著作権に関する課

題及びその対応について 

 

 

 ○中間まとめ 

 

 

○国境を越えた海賊行為に対する対応の在り方について 

○著作権保護に向けた国際的な対応の在り方について 

 

 

○第２１期の審議経過報告（次期に継続して検討する課題の

整理） 

 

 

 

 


